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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第２期
第１四半期
連結累計期間

第３期
第１四半期
連結累計期間

第２期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 17,232,750 17,821,211 78,084,430

経常利益 (千円) 241,346 306,090 1,652,506

四半期(当期)純利益 (千円) 157,320 216,988 1,143,891

四半期包括利益または包括利益 (千円) 131,545 172,988 1,151,158

純資産額 (千円) 5,848,640 6,838,238 6,718,797

総資産額 (千円) 37,476,372 35,794,098 37,670,992

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 17.63 24.37 128.27

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 15.11 18.97 17.71

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４  平成24年７月１日付で普通株式１株につき普通株式1.5株の割合で株式分割を行ないましたが、第２期連結会

計年度の期首に当該株式分割が行なわれたと仮定し、第２期第１四半期連結累計期間、第３期第１四半期連結

累計期間及び第２期連結会計年度の１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

EDINET提出書類

ＯＣＨＩホールディングス株式会社(E24536)

四半期報告書

 2/17



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要や政府の景気刺激策等を背景として、企業

の生産活動や個人消費は緩やかながらも回復傾向にありました。しかしながら、欧州債務問題は深刻化

し、新興国の経済成長率は鈍化傾向にあり、世界景気に減速感が広がっております。国内経済においても、

電力供給の制約、株価の低迷、円高の影響など、先行き不透明な状況が続いております。

　当住宅関連業界におきましては、住宅エコポイントや住宅ローンの金利優遇策等の政策効果の影響もあ

り、当第１四半期連結累計期間における新設住宅着工戸数は、前年同期比6.2％増と低水準ながらも堅調

に推移しました。

　このような状況の中で当社グループは、ゼロエネルギー住宅への関心が高まる中、太陽光発電システム

をはじめとする創エネルギー商材やＬＥＤ照明器具、断熱材などの省エネルギー商材の販売拡充に努め

てまいりました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は17,821,211千円(前年同期比3.4％増)となりまし

た。利益面につきましては、営業利益は183,069千円(前年同期比66.1％増)、経常利益は306,090千円(前年

同期比26.8％増)、四半期純利益は216,988千円(前年同期比37.9％増)となりました。

　

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

　

＜建材・住設事業＞

住宅エコポイント等の政策効果の影響もあり、業績は順調に推移しました。また、創エネルギー商材、省

エネルギー商材の販売拡充にも努めてまいりました。その結果、当事業の売上高は14,546,629千円(前年

同期比4.3％増)、営業利益は181,015千円(前年同期比21.9％増)となりました。

　

＜生活用品事業＞

北海道、東北地区においては、天候不順の影響などにより季節商材の動きが鈍かったことに加え、震災

需要が一段落したことも業績を押し下げる要因となりました。その結果、当事業の売上高は1,182,860千

円(前年同期比19.1％減)、営業損失は20,664千円(前年同期は営業利益3,307千円)となりました。
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＜プレカット事業＞

新設住宅着工戸数の堅調な推移を背景として、プレカット事業の受注は順調に推移しました。また、原

材料費の削減により利益率が向上しました。その結果、当事業の売上高は2,146,219千円(前年同期比

14.3％増)、営業利益は96,691千円(前年同期は2,014千円)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

資産合計は前連結会計年度末と比べ1,876,894千円(5.0％)減少し、35,794,098千円となりました。「現

金及び預金」が514,444千円、「受取手形及び売掛金」が1,473,921千円それぞれ減少したことが主な要

因であります。

負債合計は前連結会計年度末と比べ1,996,335千円(6.4％)減少し、28,955,859千円となりました。「支

払手形及び買掛金」が1,253,587千円、「短期借入金」が329,976千円、「長期借入金」が323,291千円そ

れぞれ減少したことが主な要因であります。

純資産合計は前連結会計年度末と比べ119,441千円(1.8％)増加し、6,838,238千円となりました。四半

期純利益が216,988千円、利益剰余金の配当が53,414千円であったことにより、「利益剰余金」が163,574

千円増加したことが主な要因であります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,500,000

計 13,500,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所名または
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 6,049,320 9,073,980福岡証券取引所
単元株式数は100株
であります。

計 6,049,320 9,073,980 ― ―

(注)　平成24年５月21日開催の取締役会決議により、平成24年７月１日付で普通株式１株につき普通株式1.5株の割合で

株式分割を行ないました。これにより発行済株式総数は3,024,660株増加し、9,073,980株となっております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ― 6,049,320― 400,000― ―

(注)　平成24年７月１日付で普通株式１株につき普通株式1.5株の割合で株式分割を行ないました。これにより発行済

株式総数は3,024,660株増加し、9,073,980株となっております。

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)
 普通株式 　 114,400

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式  5,926,100 59,261 ─

単元未満株式 普通株式      8,820 ― ─

発行済株式総数 6,049,320 ― ―

総株主の議決権 ― 59,261 ―

　
② 【自己株式等】

平成24年３月31日現在

所有者の氏名
または名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ＯＣＨＩホールディングス
株式会社

福岡市中央区那の津
３丁目12－20

114,400─ 114,400 1.89

計 ― 114,400─ 114,400 1.89

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,555,981 3,041,536

受取手形及び売掛金 ※３
 19,100,898

※３
 17,626,977

商品 2,241,763 2,439,948

未成工事支出金 407,886 299,245

その他 482,358 538,242

貸倒引当金 △188,059 △132,551

流動資産合計 25,600,828 23,813,398

固定資産

有形固定資産

土地 5,876,905 5,876,905

その他（純額） 2,365,487 2,314,922

有形固定資産合計 8,242,393 8,191,828

無形固定資産 116,406 128,565

投資その他の資産

その他（純額） 3,814,354 3,758,275

貸倒引当金 △102,991 △97,969

投資その他の資産合計 3,711,363 3,660,306

固定資産合計 12,070,163 11,980,699

資産合計 37,670,992 35,794,098
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 20,929,693

※３
 19,676,106

短期借入金 3,528,530 3,198,554

未払法人税等 92,492 107,387

賞与引当金 332,190 433,308

厚生年金基金脱退損失引当金 22,347 22,347

その他 1,042,692 911,497

流動負債合計 25,947,945 24,349,200

固定負債

長期借入金 3,202,547 2,879,256

退職給付引当金 355,633 348,696

役員退職慰労引当金 172,520 176,829

負ののれん ※２
 399,433

※２
 326,399

その他 874,115 875,477

固定負債合計 5,004,249 4,606,658

負債合計 30,952,194 28,955,859

純資産の部

株主資本

資本金 400,000 400,000

資本剰余金 913,307 913,307

利益剰余金 5,330,415 5,493,989

自己株式 △76,405 △76,438

株主資本合計 6,567,317 6,730,858

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 102,799 57,820

その他の包括利益累計額合計 102,799 57,820

少数株主持分 48,680 49,559

純資産合計 6,718,797 6,838,238

負債純資産合計 37,670,992 35,794,098
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 17,232,750 17,821,211

売上原価 15,265,635 15,788,421

売上総利益 1,967,114 2,032,790

販売費及び一般管理費 1,856,929 1,849,721

営業利益 110,185 183,069

営業外収益

受取利息 4,052 2,819

受取配当金 9,928 10,796

仕入割引 33,592 34,104

不動産賃貸料 21,737 22,400

協賛金収入 21 613

負ののれん償却額 75,660 75,660

その他 55,794 47,021

営業外収益合計 200,787 193,416

営業外費用

支払利息 21,945 17,686

売上割引 33,361 39,145

不動産賃貸費用 10,829 12,239

その他 3,489 1,323

営業外費用合計 69,625 70,395

経常利益 241,346 306,090

特別利益

固定資産売却益 9 49

投資有価証券売却益 42 31

特別利益合計 52 81

特別損失

固定資産売却損 131 －

固定資産除却損 148 15

投資有価証券売却損 － 32

ゴルフ会員権評価損 － 850

減損損失 223 －

特別損失合計 503 898

税金等調整前四半期純利益 240,895 305,273

法人税、住民税及び事業税 64,773 121,029

法人税等調整額 12,944 △33,717

法人税等合計 77,718 87,311

少数株主損益調整前四半期純利益 163,177 217,962

少数株主利益 5,856 973

四半期純利益 157,320 216,988
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 163,177 217,962

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △31,631 △44,973

その他の包括利益合計 △31,631 △44,973

四半期包括利益 131,545 172,988

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 125,838 172,009

少数株主に係る四半期包括利益 5,707 978
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【会計方針の変更等】

　

　(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日

以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しており

ます。

　なお、この変更による営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であり

ます。

　
【注記事項】

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　

　１　受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形裏書譲渡高 1,583千円 618千円

　

※２　のれん及び負ののれんの表示

  のれん及び負ののれんは、相殺表示しております。相殺前の金額は次のとおりであります。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負ののれん 416,128千円 340,468千円

のれん 16,695千円 14,069千円

  差引 399,433千円 326,399千円

　

※３  四半期連結会計期間末日満期手形

　当第１四半期連結会計期間末日は金融機関の休日でありますが、満期日に決済が行なわれたものとし

て処理しております。四半期連結会計期間末残高から除かれている四半期連結会計期間末日満期手形

は、次のとおりであります。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 1,016,258千円 828,472千円

支払手形 1,369,266千円 845,808千円

　
(四半期連結損益計算書関係)

　

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)、のれ

んの償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

減価償却費 105,321千円 94,679千円

のれんの償却額 6,735千円 2,626千円

負ののれんの償却額 75,660千円 75,660千円

　

(株主資本等関係)

　

前第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

　

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月23日
取締役会

普通株式 49,607 10平成23年３月31日 平成23年６月15日 利益剰余金

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

　

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月21日
取締役会

普通株式 53,414 ９ 平成24年３月31日 平成24年６月13日 利益剰余金

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

前第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

　

  報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２建材・住設

事業
生活用品
事業

プレカット
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 13,895,5111,462,2771,874,96117,232,750― 17,232,750

  セグメント間の内部
  売上高または振替高

50,910 7 2,279 53,197△53,197 ―

計 13,946,4221,462,2841,877,24017,285,947△53,197 17,232,750

セグメント利益 148,486 3,307 2,014153,808△43,622 110,185

(注) １  セグメント利益の調整額△43,622千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△54,207千円、その

他の調整額10,584千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

　

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２建材・住設

事業
生活用品
事業

プレカット
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 14,498,2971,182,1042,140,81017,821,211― 17,821,211

  セグメント間の内部
  売上高または振替高

48,332 755 5,409 54,496△54,496 ―

計 14,546,6291,182,8602,146,21917,875,708△54,496 17,821,211

セグメント利益
または損失(△)

181,015△20,664 96,691257,042△73,972 183,069

(注) １  セグメント利益または損失の調整額△73,972千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

74,407千円、その他の調整額434千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

２  セグメント利益または損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

　
２ 報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に

伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改

正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後

の法人税法に基づく方法に変更しております。

　なお、この変更によるセグメント利益または損失に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)
　

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 17円63銭 24円37銭

　(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 157,320 216,988

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 157,320 216,988

普通株式の期中平均株式数(株) 8,922,834 8,902,326

(注) １　平成24年７月１日付で普通株式１株につき普通株式1.5株の割合で株式分割を行ないましたが、前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行なわれたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。　

２　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)
　

当社は、平成24年５月21日開催の取締役会決議に基づき、平成24年７月１日を効力発生日として、平成

24年６月30日の株主名簿に記録された株主の所有株式数１株につき1.5株の割合をもって株式分割いた

しました。これにより増加した株式数は、普通株式3,024,660株であります。

　
２ 【その他】

　

平成24年５月21日開催の取締役会において、平成24年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次の

とおり期末配当を行なうことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53,414千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　平成24年６月13日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月９日

ＯＣＨＩホールディングス株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    柴　　田　　祐　　二    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    宮    本    義    三    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＯＣ
ＨＩホールディングス株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期
連結会計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１
日から平成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益
計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＯＣＨＩホールディングス株式会社及び連結
子会社の平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

　報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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